
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 第一回のワークショップで集まった地区の「困りごと」や「自慢」
を踏まえ、第二回のワークショップでは、「困りごとを解決するとど
んな地区になるか」「今ある魅力や取組みを生かして、どんな地区に
していきたいか」を話し合いました。 
その後、目指す地区になるために「今、地区や自分でやっているこ

と」「今後、自分がやってみたいこと」「自分でなくてもやったほうが
いいこと」などのアイデアを出し合い、「地区で目指す姿」「具体的な
取組みの例」としてまとめました。 

 

清里地区 

第二回ワークショップレポート 

日時：9月 26日（木）18時 30分～     
場所：小野公民館 
参加者数：17名 

 
 

【清里地区の参加状況】 

 



 ■清里地区で話し合った 
目指す姿と具体的な取組みの例 

(目指す姿)

対策の方向性①

対策の方向性②

　【行政にしてほしいこと】

・荒尾市に行きたい高校を作る

・図書館を岱志高校と有明高校に

・小野公民館前の道路と外灯整備

対策の方向性③ ・避難所の回線

・企業誘致

対策の方向性④

○空き家を活用した自学スペース

○シティモールや長洲トクナガへの交通の充実

○あいのりタクシーの活用・きんぎょタクシーの乗入

○都会からのIターンを積極的に誘致

○地元企業のコラボ

○空き家を活用した小オフィスの開設

○地元で働き手を確保する

困りごとがない・生活基盤が充実したまち 教育環境が充実した子育てしやすいまち 運動施設＋自然をいかした公園
新しい産業の誘致と雇用拡大で
若い人が働く場所があるまち

（地区全体の方針）　　若い人が帰ってくる、高齢者と支えあう、「やさしい」「元気な」まち

資源を活用するまち子どもたちが帰ってくるまち人に優しく支え合うまち 産業がさかんなまち

農林水産業の盛んなまち高齢者と若い人の交流があるまち 若い人が帰ってきやすいまち 空き家の活用

○地域の人と会う場をたくさんつくる ○農地の集約

○農業法人を作り若者を雇用

○大規模農業への転換を図る

○他に勝てる農産品をつくり利益拡大

○健康に着目した食品や食物づくり

○もうかる農業について外にPR→移住定住へ

○親子一緒に住む

イベントなどで華のあるまちに ベッドタウンになれるまち

○小学校との交流や伝承遊び

○地域の方（老人）とコミュニケーションをたくさんとる

○畑の花畑を広げていこいの場に

○ホタルを増やす

○側溝のそうじをする

○朝夕、小学生に声かけ ○畑を荒らさないよう花を植える

○海洋の清掃地域全員で（夕日をみる）○どこに誰がいるかなど地域情報を把握する

○買い物支援

○道路整備

○通学路の清掃

具体的な取組み④ ○みんなが体を動かして元気に過ごす

○花を植える

○土地活用で小さな公園を作る

○道路わきの草刈り

○空き家を貸してあげる

○回覧板の電子化

○正しいリサイクルの出し方を教える

いつまでも元気

具体的な取組み①

具体的な取組み③

○移動販売にきてもらう

○ボランティア活動

○空き家を使ってイベントなどをする

具体的な取組み②

○隣の人に声をかける・お世話をする

○高齢者の見まもり

○年に何度か地域のことを話し合う場をつくる

課①

課④

魅④

魅①

魅②

課②

課③ 魅③

課④ 魅④

魅⑤

地区の
魅力

１　自然が豊か
・干潟、夕陽がきれい
・海が見える、夕陽が綺麗、鳥がいっぱい
・ホタル

２　小学生がいい
・子どもの仲が良い（清里小）
・小学生が挨拶をしてくれる

魅①

魅②

３　施設/史跡がある
・一の宮（野原八幡宮）、二の宮（高浜）、三の宮（下井
手）
・警察署・温泉・病院がある

地区の
課題

課①

課②

・沿岸道路を延ばす

・役員の後継者がいない
（高齢化率36.6％／市内３位）

１　生活が不便
・公共交通不便（バス本数少ない）[4]
・店（スーパー）が少ない[3]
・買い物する場所がない。車がないとできない。
・ゴミ捨て（燃えるゴミetc）車が家の近くまで来ない。
　持っていかないと　いけない
・道路が狭くゴミ出しが大変（遠い）

２　安全ではない
・長洲板金の点滅信号機、事故もある[2]
・清里ではないが、市屋のガードの所が渋滞する、通勤が
困る
・街灯が少ない

・東田さんの畑のタマネギ

・清里地区では自然災害がない


